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金栄小学校 尻無川・政枝小橋 東川・滝の宮遊歩道

御茶屋谷川



プラン名 土砂災害・浸水被害から命を守れ。～過去の災害から学ぶ～

所在地 愛媛県新居浜市

対象災害 台風による浸水被害・土砂災害・南海トラフ巨大地震など

グループ
の概要

【目的】
1 平成16年に新居浜市金栄校区で発生した台風災害による被害体験を次世代に継承させ、平成16年豪雨災害を風化させない。
2 西日本豪雨災害から学び、命を守る大切さを身に付ける。
3 土砂災害、浸水被害から命を守り、人的被害を防ぐ。
【特徴】
1 被災した教訓をもとに地域特性を知り、災害から命を守る避難行動を学ぶ。
2 地域の危険箇所等を防災マップなどに反映し、地域で情報共有を図る。

グループ
紹介

新居浜市では、平成16年豪雨災害で甚大な人的、物的被害を受けました。西日本豪雨災害では、かろうじて大きな被害はな
かったものの、愛媛県内でも特別警報が発令されるなど、被災する可能性は紙一重でありました。このことから、被災した経験
を経て、金栄小学校５年生が１年間を通じて、防災教育の取組を実施し、自治会、地域見守り隊などの関係機関とまちあるきを
行い、防災マップなどの作成などにも取り組んでおります。あらゆる自然災害などから被害を出さないためにも、地域の防災力
の向上を図ることを目的として防災活動を行っています。

要支援者搬送体験

防災マップ事前学習 防災講演会

防災まちあるき 防災マップ作製 防災タイムライン作成

地域の災害を学ぶ



1 豪雨災害の被災体験から得た教訓をもとに、小学

生の防災力の向上を図り、命の大切さを学ぶ。

2 地域の危険箇所等を防災マップなどに反映し、金

栄校区タイムラインを作成し地域で情報共有を図る。

3 松山地方気象台からの専門化を講師に招き、気象

に関する情報を平時から避難につなげるためなど、

防災への関心を持たせる。

4 西日本豪雨災害などの自然災害から命を守るため、

地域特性を知り、命を守る防災活動へ展開させる。



月 日 実 施 プ ロ グ ラ ム

令和元年９月１３日 過去の災害について

令和元年９月２４日 防災講演会～愛媛の台風と気象～

令和元年９月３０日 防災力を高めよう

令和元年１０月１１日・１３日 防災マップについて

令和元年１０月２５日・１１月１５日 防災タイムラインについて

令和元年１０月２７日 校区防災訓練

令和元年１１月２０日 防災まちあるき

令和元年１２月４日 防災まちあるき取りまとめ

令和元年１２月１３日 防災マップ作成

令和２年１月１０日 防災マップ作成

令和２年１月１４日 防災タイムライン作成

令和２年1月１７日 防災タイムライン作成

令和２年1月２０日 防災タイムライン作成

令和２年１月２１日 校内防災教育発表会準備

令和２年１月２３日 校内防災教育発表会準備

令和２年１月２４日 防災教育発表会【参観日】

令和２年２月以降 防災学習成果まとめ







１ まちあるきにおいて、避難経路、避難所、災害時に有効
な場所・施設、平成16年豪雨災害で被災した箇所など、
実際に自分たちの目で確認することができた。
２ 地域の住民とまちあるきを行うことにより、平時から顔
の見える関係づくりを行う。
３ 地域内の地理的な傾斜などの特性から浸水被害を想
定する。

地域の危険個所、災害時に役に立つ施設などを調査するとともに
平成１６年豪雨災害の被災者に被災体験を聞く。



１ 訓練開始に伴う緊急地震速報に併せて、防災頭巾を身
に付け身を守る行動を取り、地震が収まったこと確認後

体育館へ移動、人員点呼を行う。地域住民及び保護者も

自宅から徒歩にて、避難所となる金栄小学校へ移動する。
２ 児童、保護者、高齢者など3世代の参加全員にて各種

訓練を行い、身を守る行動の知識及び技術の習得を図る。

地震体験、初期消火、煙体験などの体験及び訓練を実施し、災害
時に的確に対応できる知識及び技術の習得が目的。



１ 地域まちあるきで調査した内容を防災マップに取りまとめ、危

険箇所、有効な施設などについて情報共有することができた。

２ 災害発生を想定して被災するまでの適切な行動等についてグ

ループ討議を行い、地域の実情に応じたタイムラインを作成した。

３ 毎年、メインテーマを変更し防災学習を実施することにより、

様々な成果品を作成することができる。

防災まちあるきで調査した結果を取りまとめ、防災タイムライン・防
災マップを作成し、適切な避難行動などについて情報共有する。



防災学習発表内容
１ 日本にダムがなかったら？
２ 災害を起こす地震から身を守る工夫について調べよう。
３ 災害から身を守るために取るべき行動は？
４ 災害に役立つものについて調べよう。
５ 全国の水害の規模が大きくならないようにしている工夫
を調べよう。
６ 土砂災害はどうして起こるのか。
７ 地震がおこった時どうすれば身を守れるのか。
８ 一人ひとりが防災のことに関心を持ち、もしもの時に素
早く行動できるようにしよう！
９ いつでも、どこでも、災害に勝つ！
10 地震・水害について調べよう。
11 災害時に使えるものについて調べよう。







～高木・庄内・久保田地区～



1 気象予報官から、台風発生のメカニズム、時間雨量の

計測方法などの講話を聞いて、降水量と土砂災害、浸水

被害がリンクしていることを知り、土砂災害などから身を

守る大切さ知ることができた。

2 まちあるきで調査した結果から、地域特性などを用いて、

各グループの地域の地理的な実情に応じた金栄小学校

災害タイムラインを作成した。

3 被災体験の教訓をもとに、自然災害から命を守る避難

行動を学ぶことができた。

4 防災学習を通じて、地域、学校、消防が協働し、児童及

び教員と住民の関わりと繋がりを深め、住民との絆づくり、

日頃から顔の見える関係づくりができた。



防災活動の展開
1 金栄小学校では、毎年5年生がテーマを変え
ながら防災教育を実施している。継続して防災
学習に取り組み、地域全体の防災力向上を目
的とする。
2 平成16年豪雨災害で甚大な被害を受けたこと
を風化させることなく、後世につなげていく。
3 金栄小学校災害タイムラインを活用し、災害
発生時における身を守る行動等について検証
を図り、避難率の向上を図る。

地域と学校などが協働し、防災訓練、まちあるきを通じた防災学習、防災マップ
作りなどに取り組み、災害に強いまちづくりを目指す
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